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会議概要 

会議の名称 平成２２年度第２回行田市施設検討委員会 

開 催 日 時 
平成２２年１０月８日（金） 

開会：午後３時  閉会：午後４時３０分 

開 催 場 所 市役所２０３会議室 

出席者（委員） 

氏   名 

大須賀伊司郎委員長、市川一夫委員、松岡隆委員、村田次郎委員、 

宮崎和雄委員 

欠席者（委員）

氏   名 
宮本伸子副委員長、大澤頴子委員 

事 務 局 

企画政策課：高橋課長、森原主幹、角田主事 

南河原支所：今村支所長 商工観光課：門倉課長 

高齢者福祉課：島田課長 

会議内容 

１．委員会の公開・非公開について 

 ○前回５月の委員会と同様に、委員の率直な意見や委員会の意思決

定の中立性を考慮し、非公開とすることを決定。 

２．議事 

(1)市内施設の有効活用について 

  ①施設の概要説明 

   各施設の概要や利用状況等について、各施設所管課から説明を 

行った。 

②各委員の意見交換 

【意見】  

  ○南河原支所  

   ・庁舎の有効活用は、合併した自治体の大きな問題である。  

   ・支所としての機能は、近隣住民にどのくらい効果をもたらし

ているのか。  

   ・活用の状況に対して、相当の維持管理費がかかっていると思

われる。費用対効果を考えたほうが良い。  

  ○旧南河原村在宅介護支援センター  

   ・建物も新しく、活用されていない状況は問題がある。  

   ・民間への売却や貸出等の方向で考えるべきである。  

  ○老人福祉センター大堰永寿荘、南河原荘  

   ・近隣に同様な施設が 2 ヶ所あり、それぞれ多額の維持管理費

がかかっている。移行期間を設け両施設を統合することも考

えられる。  
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   ・施設を視察したところ、高齢者向けの温泉保養施設であり、

行政が運営し継続させる必要は無いと思う。  

   ・永寿荘については、利根大堰の近くであり、立地も恵まれて

いる。高齢者の対象だけではなく、サイクリストの利用を呼

びかけるなど、利用価値を高めてみてはどうか。  

  ○勤労会館 

   ・ここまで建物が老朽化しているとは思わなかった。  

   ・利用率が悪く、貸出収入と維持管理費のバランスが取れてい

ない。  

   ・仮に建物をリニューアルをするには、費用がかかりすぎてし

まうことが考えられるため、現状を鑑みて、建物を解体して

更地として土地を売却することや、また会館南側の公園との

一体的な利用を行うなど、いろいろ検討してみてはどうか。  

４．結論 

  ○本日取り交わされた意見を事務局にて取りまとめ、後日委員長

と事務局で調整し、次回委員会に提言案を提出し、さらに議論

を深めていくことを確認。 

 

会 議 資 料 

○次第 

○資料 

 ・南河原支所 

 ・旧南河原在宅介護支援センター 

 ・老人福祉センター大堰永寿荘 

 ・老人福祉センター南河原荘 

 ・勤労会館 

・旧南河原村在宅介護支援センター建物概要 

・老人福祉センター２施設の利用状況 

その他必要 

事   項 
 

 

 

 


